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実条件、確定条件、事実的条件」が認められる（仁田 2004： 37） 2 のに対して、「場
合」条件文は「仮定条件、一般条件、過去の習慣を述べる事実的条件」を表す
ことはできるが、「反事実条件、確定条件、発見を述べる事実条件」を表すこ







事実的条件 1: 過去の習慣 ○ ○























































分類 用法 数 % %
仮定条件文
典型的な仮定文 5（＝ a）） 806 61.9％
62.3％既定条件文（＝ d）） 4 0.3％
反事実条件文（＝ e）） 2 0.1％
恒常条件文
一般条件文（＝ b）） 463 35.6％
37.7％
習慣を表す条件文（＝ c）） 28 2.1％























論を引き起こすのと同じ原理で「P である場合、Q である」から「～ P（P でな




























































































よう。 （21 世紀に勝ち残る IT スピード経営）
【名詞節用法】
（11）　 この機能は Wake up LAN と言ってモデムからの呼び出し受信や LAN
経由の受信によってシステムが起動する（電源が入る）機能が搭載され




























































前文脈（or 社会常識）によって（15 - b）というような推論ができるなら、「条件
文に言い換えられる」と判定する。このように「条件文と言い換えられる」と
判定されたものは以下で「場合」の「条件文的用法」と呼ぶ。




そこで、表 3 の調査にあたって分けた、語や句と共起する名詞句用法 45 例






















条件性〇 条件性× 合計 「条件文的用法」の比重
副詞句 24 10 34 70.6％
副詞節 17 13 30 56.7％
名詞句 21 24 45 46.7％
名詞節 24 58 82 29.2％
表 4　「場合」の各用法において「条件文的用法」が占める比重
　　（16） a） p1 の場合（には / では / は） 、Q。
b） ¬ p1 の場合（には/では/は）、¬Q。
　　（17） a） p1 である場合（には / では / は）、Q。





















































（23）　 この証明は，第 8 講で，平面から平面への写像の場合に与えた証明と


















































































品詞性                                「




















は「以上」を例とすると「P である以上、Q である」を表すと同時に「¬ P で
ある以上、¬ Qである」が裏に暗示され、条件文のもつ誘導推論を成立させる
点で、条件性をより強く表せる。このように「範列の在り方」と「条件性の強


































類型 該当形式 項目の数 項目間の関係 構成した複文の条件性
相反項目選択類 以上・限り 2 つ 相反関係 強
多項目選択類 あたり・点 複数 同類関係 弱
表 5　< 範囲 > を表す 4 語からみられる「範列の在り方」や「条件性の強弱」
類型 該当形式 範列の在り方 構成した複文の条件性




































































































































a Noun Indicating Situation，
as a Subordinating Conjunction in Modern Japanese
Chuanhan LIU
In modern Japanese, baai can be used as both noun and subordinating conjunction. 
When used as a noun, it means situation,while as a subordinating conjunction, it 
mainly constitutes conditional sentences. This paper focuses on the following two 
questions: How does baai turn from a noun to a subordinating conjunction and 
Why the complex sentence made of baai can indicate the grammatical meaning of 
condition when baai turns from a noun to a subordinate conjunction? 
This paper argues that baai (noun) semantically can be understood as the meaning 
of situation, but it is also a process of choice. In other words, when baai indicates 
the meaning of situation, it must be the best choice based on a variety of situations, 
and this is essentially why baai can constitute conditional sentences. 
In modern Japanese, word such as ijyou, kagiri, atari, and ten are subordinating 
conjunctions as the same as baai. Also, differences between baai and the above four 
words will be further discussed in this paper.
